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１． 財 団 の 概 要 





 

１．財 団 の 概 要 

 

１．１ 設     立 

  (１) 名   称  一般財団法人 茨城県建設技術管理センター  

  (２) 設立年月日  昭和５４年４月２日 

 

１．２  所  在  地 

        本      所  ：  〒310-0004 水戸市青柳町4195 

          総務部・建設副産物リサイクル事業部： 

                    TEL 029-227-5634  FAX 029-227-8558 

          技  術  部 ：  TEL 029-227-5191  FAX 029-227-5193 

          研修センター  ：  〒310-0004 水戸市青柳町4193 

                    TEL 029-228-3881  FAX 029-228-3816 

       県 南 支 所   ：  〒300-0331 稲敷郡阿見町阿見4815-3 

                    TEL 029-887-5762  FAX 029-887-5769 

 

１．３ 組 織 図 
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２． 業 務 実 績 





 

２．業 務 実 績 

２．１ 業務実績の概要 

  

一般財団法人 茨城県建設技術管理センターは、昭和５４年設立以来、公共工事等に使用される建設

資材の品質試験･調査研究事業･研修事業を通じ、良質な社会資本の整備と循環型社会の形成に寄与し

てまいりました。 

平成１７年には、更なる信頼性の向上を図るため、試験所認定の国際規格であるＩＳＯ１７０２５

を取得し、公正・中立な試験機関としてマネジメントシステムの向上に努めております。 

本報告書は、令和元２年度の建設資材品質試験の受託実績と品質傾向等をまとめたものであり、県

内の建設技術向上と品質管理活動の一助となれば幸いです。 
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２．２ 受託試験業務 

 

（１）年度別試験件数実績 

令和２年度の受託試験件数は、７２,０２２件であった。 

過去５年間の年度別試験件数実績の推移を、以下の表及び図に示す。 

 

 

 

年度別試験件数の推移 

種 別 H28 H29 H30 R1 R2 

土 質 8,611 8,667 7,122 6,344 6,854 

骨 材 3,487 3,567 3,502 3,456 3,604 

ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ 25,473 26,079 25,584 25,652 27,943 

ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 37,141 33,942 32,128 27,422 30,602 

鋼 材 2,941 2,617 2,715 2,062 2,355 

そ の 他 434 493 487 504 664 

計 78,087 75,365 71,538 65,440 72,022 

対前年度比 % 107 97 95 91 110 

 

 

令和２年度 受託割合 

                    

 

土質

9.5%

骨材 5.0%

アスファルト

38.8%

コンクリート

42.5%

鋼材 3.3%
原位置その他

0.9%
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（２）発注者別受託割合 

 

令和２年度に受託した発注者別の受託割合を以下表及び図に示す。 

 

発 注 者 別 受託件数（件） 割     合（％） 

国 機 関 等 323          1.9 

 80.2 
県 （ 土  木  部 ） 7,267         43.4 

県 （ 土 木 部 以 外 ）    1,083          6.4 

市 町 村 4,793         28.5 

民 間 1,373          8.2 
 19.8 

そ の 他 1,954         11.6 

合 計     16,793 100.0      100.0 

＊その他･･･県指定工場の品質管理試験等 
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（３）ＩＳＯ１７０２５試験所認定 

  技術部は、高い技術能力を有している試験所であることや、発行する試験報告書が正確であり、

かつ信頼できるものであることを保証する国際的な制度である「ＩＳＯ１７０２５試験所認定」を、

平成１７年度に取得し、公平・公正な試験機関として品質システムの維持に努めています。 

 

機関名称       ： （一財）茨城県建設技術管理センター技術部            

    認定機関       ： （公財）日本適合性認定協会 

初回認定     ： 平成１７年 ５月１８日 

第４回更新審査 ： 令和 ３年 ３月 ５日 

 

・試験所認定取得項目 

１）金属材料     （初回認定：平成１７年５月１８日） 

   JIS G 3112 鉄筋コンクリート用棒鋼引張試験 

   JIS Z 3120 鉄筋コンクリート用棒鋼ガス圧接継手の引張試験 

 

２）コンクリート   （初回認定：平成１９年４月１７日） 

     JIS A 1106  コンクリートの曲げ強度試験 

     JIS A 1108  コンクリートの圧縮強度試験 

 

３）コンクリート用骨材（初回認定：平成２０年３月１４日） 

JIS A 1102  骨材のふるい分け試験 

JIS A 1103  骨材の微粒分量試験 

JIS A 1121  ロサンゼルス試験機による粗骨材のすりへり試験 

 

  コンクリート用骨材  （初回認定：平成２1 年３月２６日） 

JIS A 1104  骨材の単位容積質量及び実積率試験 

JIS A 1105 細骨材の有機不純物試験 

JIS A 1109  細骨材の密度及び吸水率試験 

JIS A 1110 粗骨材の密度及び吸水率試験 

JIS A 1122 硫酸ナトリウムによる骨材の安定性試験 

JIS A 1137 骨材中に含まれる粘土塊量の試験 

JIS A 1145 骨材のアルカリシリカ反応性試験（化学法） 

JIS A 1146 骨材のアルカリシリカ反応性試験 (モルタルバー法) 

JIS A 5002 5.5 骨材の塩化物量試験 

JIS A 5308  附属書 AA.10p)  骨材の塩化物量試験 

JIS A 1144  4 b)及び c) フレッシュコンクリート中の水の塩化物イオン濃度試験 

JIS A 5005 7.6 粒形判定実績率試験 
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・ＩＳＯ１７０２５自己適合宣言項目 

１）練り混ぜに用いる水（平成２１年３月２６日） 

JIS A 5308 レディーミクストコンクリートの練混ぜに用いる水の試験 附属書 C 

  ２）コンクリートの乾燥収縮（平成２４年１０月２５日） 

JIS A 1129-3 モルタル及びコンクリートの長さ変化測定方法－第 3 部：ダイヤルゲージ方法 

   注： 「ＩＳＯ１７０２５自己適合宣言」とは、認定機関の審査によらず、自らが該当する試験

項目に関するＩＳＯ１７０２５の適合性を評価し、適合を宣言することをいう。 
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（４）調査受託業務 

 

１）建設資材指定工場調査業務 

     茨城県土木部の工場指定基準により指定された砕石、コンクリート再生砕石、生コンクリ

ート、アスファルト合材、コンクリート製品の工場について、指定基準に基づく立入調査を

実施し管理状況を評価した。立入工場数(新規・変更調査工場数含む)は９５工場である。 

 

 

     ９５工場全ての工場で、茨城県土木部の工場指定基準が適切に管理されていると判断した。 

      

 

 

 

（５）建設技術試験研究連絡協議会（建試協）の会員活動 

 

  ・関東ブロック会議（令和２年１０月３０日 ※書面開催） 

    関東ブロック会員（１都５県・１２会員）において、業務報告や提案議題並びに総会におけ

る会員発表テーマ等に関する協議を行った。 

 

  ・令和２年総会及び会員発表会（令和３年２月３日 ※オンライン及び書面による会議） 

    新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、東京都において３８会員（全会員数６０会

員）５０名の参加によるオンライン会議を開催し、総会では、幹事会や各ブロックの活動状

況やアンケート集計結果の報告があった。また、会員発表会では、「BIM/CIM への取組」に

ついて Zoom を使用したオンラインでの発表を行い、資料提供として「若手土木技術者のた

めのハンドブック～現場監督のいろは編～作成について」及び「試験機器の整備・更新への

対応について」が行われた。 

 

 
砕石 

コンクリート

再生砕石 

生 

コンクリート 

アスファルト 

合材 

コンクリート 

製品 
計 

立入工場数 ２１ ４１ ８ １３ １０ ９３ 

（新規・変更

調査工場数） 
（０） （１） （０） （０） （１） （２） 

調査表提出 

工場数 
０ ０ ３７ １３ １８ ６８ 

休止及び生産 

中止工場数 
２ １ ０   ０ ０ ３ 

合計 ２３ ４２ ４５   ２６ ２８ １６４ 
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３． 土 質 試 験 





 

3．  土 質 試 験 

 

 当センターで行っている土質試験は、建設工事における施工管理及び土質材料としての品質管理を

目的として現場や土取り場から搬入された試料で行っており、試験項目は物理的性質試験・化学的性

質試験・力学的性質試験の３種類に大別でき、約３０項目の試験を行っている。本統計は、その中で

特に依頼の多かった、力学的性質試験から「突き固めによる土の締固め試験」「ＣＢＲ試験」「締め固

めた土のコーン指数試験」について、令和２年度(２０２０年度)の試験結果をまとめたものである。 

 

3. 1 突き固めによる土の締固め試験 

 

  突き固めによる土の締固め試験（JIS A 1210）は、使用目的の違いにより５種類の方法（表－１

参照）があるが、ここでは土木材料（盛土材）としての施工管理を目的とした標準的エネルギーで

ある呼び名Ａ・Ｂ（試料の最大粒径により設定）について試験した５３５件の結果より、下の２項

目を土質分類毎にまとめた。 

・ 図－１～２ 「自然含水比と最適含水比の関係」 

・ 図－３～４ 「最適含水比と最大乾燥密度の関係」 

 

 

表－１ 突固め方法の種類 

 

突固め方法の

呼び名 

ランマー質量

(kg) 

モールド内径

(cm) 
突固め層数 

１層当たりの

突固め回数 

許容最大粒径

(mm) 

Ａ 2.5 10 3 25 19 

Ｂ 2.5 15 3 55 37.5 

Ｃ 4.5 10 5 25 19 

Ｄ 4.5 15 5 55 19 

Ｅ 4.5 15 3 92 37.5 
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図－１ 自然含水比と最適含水比の関係（砂質土） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 自然含水比と最適含水比の関係（粘性土） 

 

図－１、図－２より 

〇自然含水比と最適含水比について回帰式は、種別毎に以下の通りである。 

砂質土においては、   y=0.5157 x +9.0126 ( R2 =0.7139 ) 

粘性土においては、   y=0.7345 x +6.2010 ( R2 =0.7439 ) 
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図－３ 最適含水比と最大乾燥密度の関係（砂質土） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－４ 最適含水比と最大乾燥密度の関係（粘性土） 

 

図－３、図－４より、 

〇最適含水比と最大乾燥密度について回帰式は、種別毎に以下の通りである。 

砂質土においては、   y=-0.441ln(x) +2.8955 ( R2 =0.7474 ) 

粘性土においては、   y=-0.634ln(x) +3.5133 ( R2 =0.9663 ) 
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３．２ ＣＢＲ試験 

 

 路床や路盤材の支持力の大きさを表す指標としてＣＢＲがある。ＣＢＲ試験は、粘性土から粗粒材

を含む礫質土にいたるほとんどの土に適用でき、路床や路盤材の強度評価値として広く利用されてい

る。 

 令和２年度(２０２０年度)のＣＢＲ試験のうち、舗装厚を決定するための設計ＣＢＲ試験を以下に

まとめた。 

（１） 礫質土・砂質土・粘性土 ５４７件 

（２） 火山灰質細粒度 １５９件 

 

（１）礫質土・砂質土・粘性土の設計ＣＢＲ試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－５ 自然含水比とＣＢＲの関係 

 

 図－５より、路床土のＣＢＲが３％を超える自然含水比は概ね１０％以下がひとつの目安であり、

自然含水比が概ね３０％を超えると極端にＣＢＲが減少する傾向が分かった。また、自然含水比が２

０％以下の路床土はＣＢＲが広い分布を示している。これは、対象土の土質分類が砂質土や礫質土で

あるため、粗粒分の割合がＣＢＲに影響していると考えられる。 
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（２）火山灰質細粒土の設計ＣＢＲ 

 

 関東ロームは、関東中部の沖積低地を除く大半の地域を広く覆っている火山灰土の堆積よって形成

された火山灰質細粒土であり、内部に多量のミクロ的間隙を有している。このことから、こね返しに

よる強度低下を起こすなど特異な性質が確認され、地盤工学会においても特殊土として定めており、

施工方法や施工機械の選定に注意を喚起している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－６ 自然含水比とＣＢＲの関係 

 

 

 図－６より、自然含水比において６０％から１４０％と広い範囲に分布しているが、ＣＢＲにおい

ては、そのほとんどがＣＢＲ３％未満なのが分かる。茨城県においては、ＣＢＲ３％未満の土質にお

いて路床入替を実施しており、ＣＢＲ１２％以上の砂等を入れ替え材として建設工事必携で定めてい

る。令和２年度(２０２０年度)のＣＢＲ試験の依頼総数は９２９件であり、うち火山灰質細粒土は１

５９件で割合にすると約１７％である。 
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３．３ 締め固めた土のコーン指数試験 

 

 当センターの建設副産物リサイクル事業部が管理・運営しているストックヤードは、第３種建設発

生土以上（コーン指数が４００ kN/m2 以上の発生土）を受け入れ可能としており、ストックヤードを

利用する際には、必ず土のコーン指数を確認するよう求めている。ここでは、ストックヤードを利用

するために試験した試料２０２２件についてまとめた。 

 

 （１）図－７に、搬入された試料の土質分類の割合を示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－７ 土質分類の割合（％） 

 

 

 （２）図－８、９、１０に依頼件数の多かった砂質土・粘性土・火山灰質細粒土の自然含水比とコ

ーン指数の関係をまとめた。 
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図－８ 自然含水比とコーン指数の関係（粘性土） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－９ 自然含水比とコーン指数の関係（砂質土） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１０ 自然含水比とコーン指数の関係（火山灰質細粒土） 
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 図－８ 自然含水比とコーン指数の関係（粘性土）より、 

自然含水比３０％未満においてコーン指数４００kN/m2 未満となる試料はなく、コーン指数４００

kN/m2未満となる割合は粘性土全体の約１１％であった。 

 

 図－９ 自然含水比とコーン指数の関係（砂質土）より 

自然含水比２０％未満においてコーン指数４００kN/m2 未満となる試料はなく、コーン指数４００

kN/m2未満となる割合は砂質土全体の約５％であった。 

 

 図－１０ 自然含水比とコーン指数の関係（火山灰質細粒土）より 

自然含水比７０％未満においてコーン指数４００kN/m2 未満となる試料はなく、コーン指数４００

kN/m2未満となる割合は火山灰質細粒土全体の約６％であった。 
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４． 骨 材 試 験 





 

 

４．骨 材 試 験 

 

令和２年度(２０２０年度)に受託したレディーミクストコンクリート用骨材・コンクリート用砕石

及び砕砂、道路用砕石・再生砕石の試験について、試験結果をまとめたものである。 

 

４．１ レディーミクストコンクリート用骨材、コンクリート用砕石及び砕砂 

レディーミクストコンクリート用骨材は JIS A 5308 附属書 A 、コンクリート用砕石及び砕砂は 

JIS A 5005 において、それぞれに品質規定が定められている。 

レディーミクストコンクリートに用いられる骨材（細骨材・粗骨材）の受託状況及びレディー 

ミクストコンクリート用骨材 JIS A 5308 附属書 Aに規定されている、試験項目別受託割合をまとめた

ものである。 

（１）レディーミクストコンクリート用骨材（細骨材・粗骨材）の種類別割合 

図－１に受託試験の細・粗骨材の割合及び種類別の割合を示す。 

 

 

図－１ 細・粗骨材の試験受託件数及び種類別試験件数 
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（２）当センターで実施している試験項目別受託割合 

  図－２に試験項目別割合を示す。 

 

図－２ 試験項目別件数 
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４．２ 道路用砕石について（茨城県土木部指定工場製品） 

道路用砕石には、上層路盤用砕石、下層路盤用砕石及び路床用砕石があり、茨城県土木工事施工管

理基準にその品質（粒度・塑性指数・修正ＣＢＲ・１７回ＣＢＲ）が定められている。 

ここでは、主な受託材料である上層路盤工の粒度調整砕石（Ｍ－３０）、下層路盤工のクラッシャー

ラン（Ｃ－４０）、路床入替用の路床用砕石についてまとめた。 

 

（１）道路用砕石の粒度及び塑性指数 

道路用砕石の粒度は、茨城県土木工事施工管理基準に、砕石種類ごとに粒度範囲の基準が定めら

れている。 

表－１に、種類別粒度規格値を示す。 

また、塑性指数（Ｉｐ）について、上層路盤用砕石は４以下、下層路盤用砕石が６以下、路床用

砕石が１０以下と定められている。 

表－２は、種類別にふるい分け試験・塑性指数の合格件数及び合格・NP 割合についてまとめた。 

 

 

表－1 粒度規格値 

100 80 60 50 40 30 25 20 13 5 2.5 1.2 0.6 0.4 0.3 0.15 0.075

粒度調整砕石 M-30 100 95～100 ― 60～90 ― 30～65 20～50 - - 10～30 - - 2～10

クラッシャラン C-40 100 95～100 ― ― 50～80 ― 15～40 5～25

100 85～100 ― ― ― ― ― 5～35

種　類 呼び名

ふるいを通るもの質量百分率　　％

ふるいの呼び寸法　　mm

路床用砕石  

 

 

表－2 粒度試験、塑性指数の合格率及び塑性指数のＮＰ率 

種類 
粒度試験  塑性指数 

試験数(件) 合格率(%) 試験数(件) 合格率(%) NP 率(%) 

M-30 39 100 39 100 100 

C-40 59 100 59 100 100 

路床⽤砕⽯ 59 100 59 100 100 
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（２）上層路盤用粒度調整砕石（Ｍ－３０）の突き固めによる土の締固め試験及び修正ＣＢＲ試

験結果 

上層路盤用粒度調整砕石は、茨城県土木工事施工管理基準において、修正ＣＢＲの規格値を８０％

以上と定められている。 

  表－３にＭ－３０の突固め試験（２８件）と、修正ＣＢＲ試験（３９件）の試験結果をまとめ、

図－３に９５％修正ＣＢＲのヒストグラムを示した。 

 

表－３ 粒度調整砕石（Ｍ－３０）の試験結果 

項⽬ 件数 平均 最⼤ 最⼩ 範囲 
標準偏

差 
不合格
件数 

試料含⽔⽐(％) 
39 

4.7 5.8 3.5 2.3 0.619 - 
92 回乾燥密度(g/㎝³) 2.267 2.338 2.155 0.183 0.045 - 
修正ＣＢＲ(％) 135.4 229.0 78.9 150.1 34.728 1  
最適含⽔⽐(％) 

27 
4.8 5.9 3.9 2.0 0.543 - 

最⼤乾燥密度(g/㎝³) 2.279 2.337 2.158 0.179 0.045 - 
 

 

 

 

図－３ Ｍ－３０ 修正ＣＢＲの分布 
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（３）下層路盤用クラッシャーラン（Ｃ－４０）の突き固めによる土の締固め試験及び修正ＣＢ

Ｒ試験結果 

下層路盤用クラッシャーランは、茨城県土木工事施工管理基準において、修正ＣＢＲの規格値を

３０％以上と定められている。 

表－４にＣ－４０の突固め試験（３７件）と、修正ＣＢＲ試験（５９件）の試験結果をまとめ、 

図－４に９５％修正ＣＢＲのヒストグラムを示した。 

 

表－４ クラッシャーラン（Ｃ－４０）の試験結果 

項⽬ 件数 平均 最⼤ 最⼩ 範囲 
標準偏

差 
不合格
件数 

試料含⽔⽐(％) 
59  

3.2 5.1 1.8 3.3 0.773 - 
92 回乾燥密度(g/㎝³) 2.165 2.429 1.975 0.454 0.087 - 
修正ＣＢＲ(％) 82.6 158.0 43.1 114.9 23.970 0 
最適含⽔⽐(％) 

37  
3.3 5.0 1.9 3.1 0.757 - 

最⼤乾燥密度(g/㎝³) 2.171 2.442 1.979 0.463 0.089 - 
 

 

 

 
図－４ Ｃ－４０ 修正ＣＢＲの分布 
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（４）路床用砕石の１７回ＣＢＲ試験結果 

路床用砕石は、茨城県土木工事施工管理基準において、突固め回数１７回３層で供試体を作製し

ＣＢＲの規格値を３０％以上と定められている。 

表－５に路床用砕石のＣＢＲ試験（５９件）の結果をまとめ、図－５に１７回ＣＢＲのヒストグ

ラムを示した。 

 

表－５ 路床用砕石の試験結果 

項⽬ 件数 平均 最⼤ 最⼩ 範囲 
標準偏

差 
不合格
件数 

試料含⽔⽐(％) 
59  

4.4 7.8 2.7 5.1 1.108 - 
17回乾燥密度(g/㎝³) 2.008 2.321 1.766 0.555 0.104 - 
17 回ＣＢＲ(％) 52.2 93.3 30.9 62.4 13.797 0 
                                           

 

 

 

図－５ 路床用砕石 １７回ＣＢＲの分布 
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４．３ コンクリート再生砕石について（茨城県土木部指定工場製品） 

コンクリート再生砕石とは、土木工事等に伴い発生したコンクリート廃材を機械破砕して製造した

再生骨材で、所定の品質が得られるよう調整したものをいう。茨城県土木工事施工管理基準に、その

品質（粒度・塑性指数・修正ＣＢＲ・１７回ＣＢＲ等）が定められている。 

ここでは、下層路盤用コンクリート再生砕石（ＲＣ－４０）、路床用コンクリート再生砕石（ＲＢ

－４０）についてまとめた。 

 

（１）コンクリート再生砕石の粒度及び塑性指数 

コンクリート再生砕石の粒度は、茨城県土木工事施工管理基準に再生砕石の種類ごとに粒度範囲の

基準が定められている。 

表－６に、種類別粒度規格値を示す。 

また、塑性指数（Ｉｐ）について、ＲＣ－４０で６以下と定められている。 

表－７にはコンクリート再生砕石の種類別にふるい分け試験・塑性指数の合格件数及び合格・ＮＰ割

合についてまとめた。 

 

表－６ 粒度規格値 

50 40 30 25 20 13 5 2.5 1.2 0.6 0.4 0.3 0.15 0.075

RC-40 100 95～100 ― ― 50～80 ― 15～40 5～25

RB-40 100 85～100 ― ― ― ― ― 5～35

ｺﾝｸﾘｰﾄ再生砕石

種　類 呼び名

ふるいを通るもの質量百分率　　％

ふるいの呼び寸法　　mm

 

 

 

表－７ 粒度試験、塑性指数の合格率及び塑性指数のＮＰ率 

種類 
粒度試験 塑性指数 

試験数(件) 合格率(%) 試験数(件) 合格率(%) ＮＰ率(%) 

RC-40 158 100 158 100 100 

RB-40 159 100 - - - 
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（２）コンクリート再生砕石（ＲＣ－４０）の突き固めによる土の締め固め試験及び修正ＣＢＲ 

試験結果 

 コンクリート再生砕石（ＲＣ－４０）は、茨城県土木工事施工管理基準において、修正ＣＢＲの規

格値を３０％以上と定められている。 

表－８にＲＣ－４０の突固め試験（８３件）と、修正ＣＢＲ試験（１５８件）の試験結果をまとめ、 

図－６に９５％修正ＣＢＲのヒストグラムを示した。 

 

表－８ ＲＣ－４０の試験結果 

 

項⽬ 件数 平均 最⼤ 最⼩ 範囲 
標準偏

差 
不合格
件数 

試料含⽔⽐(％) 
158  

9.7 12.8 6.6 6.2 1.129 - 
92 回乾燥密度(g/㎝³) 1.834 1.969 1.707 0.262 0.053 - 
修正ＣＢＲ(％) 90.8 169.0 40.7 128.3 26.311 0 
最適含⽔⽐(％) 

83  
9.7 12.5 7.1 5.4 1.113 - 

最⼤乾燥密度(g/㎝³) 1.844 1.975 1.714 0.261 0.052 - 
 

 

 

 

図－６ ＲＣ－４０ 修正ＣＢＲの分布 
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（３）コンクリート再生砕石（ＲＢ－４０）の１７回ＣＢＲ試験結果 

コンクリート再生砕石（ＲＢ－４０）は、茨城県土木工事施工管理基準において、突固め回数１

７回３層で供試体を作製しＣＢＲの規格値を３０％以上と定められている。 

表－９にＲＢ－４０のＣＢＲ試験（１５９件）の試験結果をまとめ、図－７にＣＢＲのヒストグ

ラムを示した。 

 

表－９ ＲＢ－４０の試験結果 

項⽬ 件数 平均 最⼤ 最⼩ 範囲 
標準偏

差 
不合格
件数 

試料含⽔⽐(％) 
159  

10.3 13.1 6.3 6.8 1.292 - 
17回乾燥密度(g/㎝³) 1.674 1.819 1.515 0.304 0.055 - 
17 回ＣＢＲ(％) 48.5 101.0 30.3 70.7 12.937 0 

 

 

 

 

図－７ ＲＢ－４０ １７回ＣＢＲの分布 
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（４）コンクリート再生砕石の異物混入割合

コンクリート再生砕石の異物混入について、茨城県土木工事品質管理基準において「コンクリート

再生砕石は、ごみ・どろ・木片・陶器及び金属等の有害物を含んではならない。」と定められている。 

また、コンクリート再生砕石に、アスファルトコンクリート塊を混入する場合の混入率は３０％未満

と定められている。 

表－１０に異物及びアスファルト塊混入の割合を示した。なお、試験数は、ＲＣ－４０が１５８件、

ＲＢ－４０で１５９件となっている。 

表－１０ 異物及びアスファルト塊混入の割合 

RC-40 
異物 

ＡＳ塊 
有 鉄 ガラス ⽊⽚ レンガ 陶器 プラスチック 

件 数 (件) 0 0 0 0 0 0 0 125 
割 合 (％) 0 0 0 0 0 0 0 79.1 
平均値 (％) - 0 0 0 0 0 0 1.2 
最⼤値 (％) - 0 0 0 0 0 0 10.9 
最⼩値 (％) - 0 0 0 0 0 0 0.0 

※試験数 RC-40＝158 件

RB-40 
異物 

ＡＳ塊 
有 鉄 ガラス ⽊⽚ レンガ 陶器 プラスチック 

件 数 (件) 0 0 0 0 0 0 0 123 
割 合 (％) 0 0 0 0 0 0 0 77.4 
平均値 (％) - 0 0 0 0 0 0 2.4 
最⼤値 (％) - 0 0 0 0 0 0 20.9 
最⼩値 (％) - 0 0 0 0 0 0 0.0 

※試験数 RB-40＝159 件

コンクリート再生砕石におけるアスファルトコンクリート塊の混入割合は、ＲＣ－４０において全

受託件数の７９．１%、ＲＢ－４０では７７．４%の試験体に含まれていた。また、アスファルトコン

クリート塊の最大混入率はＲＣ－４０において１０．９%、ＲＢ－４０では２０．９%とそれぞれに基

準値３０％未満を満足した結果であった。 
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５． コンクリート試験 





５．コ ン ク リ ー ト 試 験           

 令和２年度(２０２０年度)に受託したコンクリート圧縮強度試験のうち件数の多い結果から，圧縮強度

と，見掛け密度について取りまとめものである。  

５.１ 圧縮強度について 

（１） 圧縮強度試験結果

 １週及び４週標準養生を表１－１に，１週及び４週現場水中養生を表１－２に圧縮強度試験結果を呼

び強度及びセメントの種類毎（以下、普通セメントコンクリートをＮ、高炉セメントをＢＢとする）に

示す。 

表１－１ 圧縮強度統計一覧表（標準養生） 

呼び強度 ｾﾒﾝﾄ種類 試験組数 平 均 最 大 最 小 標準偏差 変動係数 

18 
N 66 28.7 41.0 14.4 5.810 20.26 

BB 1253 26.2 39.6 11.6 2.763 10.53 

21 
N 80 29.1 35.0 22.9 2.516 8.65 

BB 2252 29.3 40.4 21.3 2.567 8.76 

24 
N 515 32.5 45.3 24.3 2.936 9.04 

BB 671 32.8 42.4 19.5 2.763 8.42 

27 
N 852 36.2 46.1 21.5 3.162 8.75 

BB 253 36.3 45.6 27.9 2.941 8.09 

30 
N 422 41.3 54.8 28.5 4.689 11.36 

BB 249 39.6 56.2 22.3 4.423 11.17 

33 N 39 41.1 47.6 36.8 2.553 6.21 

36 N 7 55.5 66.0 43.6 － － 

表１－２ 圧縮強度統計一覧表（現場水中養生） 

呼び強度 ｾﾒﾝﾄ種類 試験組数 平 均 最 大 最 小 標準偏差 変動係数 

18 
N 3 23.1 24.0 22.5 － － 

BB 4 26.2 39.6 11.6 － － 

21 N 3 29.5 33.7 25.0 － － 

24 
N 75 32.4 38.5 21.6 2.600 8.03 

BB 4 32.2 34.9 28.2 － － 

27 N 253 35.8 48.0 27.6 3.401 9.49 

30 N 148 37.7 47.5 29.4 3.540 9.39 

33 N 61 41.5 50.0 37.7 2.383 5.74 

36 N 63 44.4 50.0 39.6 2.177 4.90 
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 図１－１に１週及び４週標準養生，図１－２に１週及び４週現場水中養生を，圧縮強度のヒストグラム

を呼び強度毎に示す。（ただし，各試験組数が３本を１組とし３０組未満の結果を除く） 

図１-１  圧縮強度のヒストグラム（標準養生） 

(％ ) (％) 

(％) 

(％) 

(％) 

(N/㎟) 
(N/㎟) 

(N/㎟) 
(N/㎟) 

(N/㎟) 

(％) 

(N/㎟) 
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図１－２ 圧縮強度のヒストグラム（現場水中養生）

(％) (％) 

(％) 

(N/㎟) 

(N/㎟) 

(N/㎟) 

(％ )

(N/㎟) 

(％) 

(N/㎟) 
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（２） 打設時期別圧縮強度の傾向

４週標準養生を図１－２（１）・（２）に，４週現場水中養生を図１－３に，呼び強度毎に打設時期

別の平均圧縮強度を示す。ここで，春期は打設月が３月～５月，夏期６月～８月，秋期９月～１１月，

冬期１２～２月である。 

なお,各呼び強度の試験組数が３０組未満の配合についてはグラフより省略した。 

図１－４に当センターの現場水中養生水槽の水温を示す。１０:００と１５:００（ただし，土・日曜・

休日を除く日）に測定した，月毎の平均水温である。 

図１－２（１） 呼び強度１８・２１ 標準養生 
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図１－２（２） 呼び強度２４・２７・３０ 標準養生 
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図１－３ 呼び強度２４・２７・３０ 現場水中養生
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図１－４ 当センターの現場水中養生水槽月平均水温 

 

標準養生のＮとＢＢの年間平均圧縮強度を比較すると，ほぼ同じ傾向を示した。 

時期別強度差をみると普通セメントと高炉セメントの年間平均強度差は比較的小さかった。 

これは、生コンクリート工場が標準養生及び現場水中養生において時期毎及びセメント毎にも対応し、

年間を通じて安定した製造をしていることから全体の製造における品質管理は安定していると考えられる。 
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５.２ 見掛け密度について 

（１） 使用粗骨材の使用割合 

 過去１０年間の年度別粗骨材使用割合を図２－１（１）に示す。図を見ると砕石の使用割合は全体の

約８割、天然砂利の使用割合は全体の約１割の使用割合を継続している。 

 図２－１（２）・（３）に，セメント（Ｎ・ＢＢ）別の使用粗骨材の割合を年度別に示す。 

Ｎ・ＢＢとも全体の使用割合と比較してほぼ同じ傾向となっている。 

 

 

図 2－1（1） 年度別使用粗骨材の内訳 

 

図２－１（２） 年度別使用粗骨材の内訳 
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図２－１（３） 年度別使用粗骨材の内訳 

（２） 使用粗骨材別コンクリートの見掛け密度

 年度別の使用粗骨材別によるコンクリートの見掛け密度（㎏/ｍ3）の平均値を図２－２に示す。砕石

は２,３３０（㎏/ｍ3），天然砂利は２,３００（㎏/ｍ3），砂利砕石は２,３４０（㎏/ｍ3）を示し、同

水準で推移していることがわかる。 

図２－２ 使用粗骨材別コンクリート見掛け密度の推移 
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 天然砂利［N］                 天然砂利［BB］ 

 

砕 石［N］                  砕 石［BB］ 

     

砂利砕石［N］                 砂利砕石［BB］ 

     

図２－３ 見掛け密度ヒストグラム 
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５.３ 圧縮強度の過去１０年間の推移について

ここでは、１８ＢＢ，２４Ｎ及び２７Ｎ（いずれも標準養生）の過去１０年間の平均圧縮強度を図３

－１に、標準偏差を図３－２に各々の推移を示した。

図３－１過去１０年間の平均圧縮強度の推移

図３－２過去１０年間の標準偏差の推移

図３－１から、それぞれ令和２年度(２０２０年度)の平均値から呼び強度の比をみると、１８ＢＢでは

平均２６.２Ｎ／mm2で割増は１.４６、２４Ｎでは平均３２.５Ｎ／mm2で割増は１.３５、２７Ｎでは平均３

６.２Ｎ／mm2で割増は１.３４となった。１８ＢＢの割増結果は、２４Ｎ、２７Ｎに比べて若干大きい数値

を示した。また、図３－２から各強度の標準偏差の値は１０年前と比較し大きくなっていることがわかる。
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６． アスファルト試験 





 

６．アスファルト試験 
 

茨城県が発注する土木工事においては、原則として県土木部指定工場(以下混合所)の製造する混合

物を使用することとなっている。 

令和３年３月現在、茨城県土木部指定の混合所は、２６混合所となっている。 

 これらの混合物が安定した品質で供給されるためには、混合所における日常的な品質管理が重

要であり、出荷されたアスファルト混合物の品質管理方法は、舗設後の切取コアによる抽出及び

密度試験に基づいて行われる。茨城県では指定工場制度によって将来的な品質確保と安定を図っ

ている。 

 

６.１ アスファルト混合物について 

（１）配合設計アスファルト量 

   茨城県が定めている設計アスファルト量は，再生密粒（２０）が『５．５％』，再生密粒（１３）

が『５．７％』,再生粗粒度が『４．８％』，再生細粒度が『６．５％』と設定されている。各混

合所では混合物毎に年２回の配合試験を行い、配合設計アスファルト量を設定している。図－１

に、試験依頼時に提示された４種類の再生混合物について配合設計アスファルト量の分布を示す。 

 

  

図－１ 配合設計アスファルト量 
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６.２ アスファルト混合物の統計対象データについて

令和２年度(２０２０年度)に受託したアスファルト混合物抜取コアによる抽出・密度試験の結果

を統計の対象とした。アスファルト量・締固め度は、３個及び６個を１組とした試験結果として

整理した。

図－２に、アスファルト混合物の種類別受託割合を示す。

図－２ 混合物種類別受託割合
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（１）抽出アスファルト量の分布 

図－３（１）～（５）に、実施配合アスファルト量に対するアスファルト量のヒストグラムを示す。 

 

 

図３－（１）アスファルト量ヒストグラム 

 

 

             図３－（２）アスファルト量ヒストグラム   

 

個数 511

平均値 -0.08

最大値 0.33

最小値 -0.65

標準偏差 0.171
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              図３－（３）アスファルト量ヒストグラム 

 

 

            図３－（４）アスファルト量ヒストグラム 

 

 

 

 

個数 629

平均値 -0.03

最大値 1.03

最小値 -0.94

標準偏差 0.205

個数 457

平均値 -0.11

最大値 0.60

最小値 -0.83

標準偏差 0.191
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図３－（５）アスファルト量ヒストグラム 

 

図－４に年度別アスファルト量の不合格率を示す。 

 

              図－４ 年度別アスファルト量の不合格率 

 

個数 452

平均値 -0.01

最大値 0.42

最小値 -0.51

標準偏差 0.151
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アスファルト混合物は、アスファルト量が適正に配合されているか否かが重要な要因となる。茨城県

では、完成検査時においてコア切取によるアスファルト量管理を行っており、アスファルト量の合格

判定値は、切取コアの個数が３個又は６個（舗設面積によって切取個数が違う）において、最適アス

ファルト量に対して『平均値±０．５０％以内』と定められている。 

 令和２年度のアスファルト量不合格率は全体で１．３%となっている。 

[種類別不合格率] 

 再生密粒(20)      0.8%  (上限規格値以上 0.0%、下限規格値以下 0.8%) 

 再生密粒(13)      1.6%  (上限規格値以上 0.0%、下限規格値以下 1.6%)  

 再生粗粒        1.6%  (上限規格値以上 1.0%、下限規格値以下 0.6%) 

 再生細粒        2.6%  (上限規格値以上 0.4%、下限規格値以下 2.2%)  

 再生改質密粒(20)Ⅱ型   0.2％ (上限規格値以上 0.0%、下限規格値以下 0.2%) 

  

再生粗粒及び再生密粒(13)は 1.0%以上の不合格率、再生細粒は 2.0％以上の不合格率となっている。 

 

（2）基準密度の分布 

図－５（１）～（５）は、令和２年度に受託した再生アスファルト混合物の密度試験に際し、

各混合所より提示された５種類別の混合物基準密度の分布を表したものである。 

図－５（１） 基準密度ヒストグラム 

件数 1,206

平均値 2.369

最大値 2.459

最小値 2.304

標準偏差 0.018
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図－５（２） 基準密度ヒストグラム 

 

 
図－５（３） 基準密度ヒストグラム 

 

 

件数 629

平均値 2.387

最大値 2.499

最小値 2.328

標準偏差 0.017

件数 511

平均値 2.360

最大値 2.440

最小値 2.300

標準偏差 0.017
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図－５（４） 基準密度ヒストグラム 

 

 
図－５（５） 基準密度ヒストグラム 

 

 

 

件数 451

平均値 2.377

最大値 2.460

最小値 2.334

標準偏差 0.016

件数 457

平均値 2.327

最大値 2.372

最小値 2.083

標準偏差 0.018
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（3）締固め度の分布 

図－６（１）～（５）に、再生アスファルト混合物の締固め度の分布を表したヒストグラムを示す。 

締固め度平均値は、３個と６個で区分し、その順に再生密粒(20)｛99.8%、99.8%｝、再生密粒(13)

｛99.1%、99.1%｝、再生粗粒｛99.9%、99.5%｝、再生細粒｛98.3%、98.5%｝、再生改質密粒(20)Ⅱ型

｛99.7%、100.0%｝である。 

 茨城県土木部規格値 車道３個平均の場合は基準密度の 96.5%以上 

車道６個平均の場合は基準密度の 96.0%以上 

歩道の場合は３個及び６個ともに基準密度の 90.0%以上 

 

 

 
図－６（１）締固め度ヒストグラム 
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図－６（２）締固め度ヒストグラム 

 

 

 
図―６（３） 締固め度ヒストグラム 
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                 図―６（４） 締固め度ヒストグラム 

 

 
                図―６（５） 締固め度ヒストグラム 
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（４）締固め度の不合格率 

   締固め度は、各混合所の日常管理により決定される基準密度に対する、舗設後の切取りコアの

密度の比であり、次式で表される。 

 

下表に締固め度に関する茨城県土木部品質管理基準及び合格判定値を示す。 

 

工  種 試  験  基  準 
合 格 判 定 値 

備   考 
3X  6X  

表層・基層 
2,000 ㎡未満は 3 個 
2,000 ㎡以上は 6 個 
採取し試験する。 

96.5％以上 
96.0％ 
以上 

基準密度に対する百

分率，以下同じ 

歩道・ 
路肩部 

1 工事につき 3 個採取し試験する。 90.0％以上 
90.0％ 
以上 

同  上 

上 層 路 盤      
瀝 青 安 定      
処 理      

2,000 ㎡未満は 3 個 
2,000 ㎡以上は 6 個 
採取し試験する。 

96.5％以上 
 

 
95.5％ 
以上 

同  上 

 図－７に、３個の平均と６個の平均を統合した年度別不合格率を示す。再生アスファルト混合物の

不合格率は 0.5%で前年度と同等の水準となった。工種別、舗装面積による試験個数から合格値を設定

している。 

 

図－７年度別締固め度不合格 

基準密度

（ g / cm 3 ) 
締固め度 （％） ＝ 

切取コアの密度平均値 

（g / cm 3 )
× 100 
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（５）締固め度の月別変動

図－８に、令和２年度(２０２０年度)締固め度の月別平均変動を示す。アスファルト混合物の

締固め度は、路盤工の仕上がり状態の良否や締固め作業方法、混合物の配合及び混合物の運搬・

敷均し・転圧時の混合物の温度等による影響を受ける。寒冷期の外気温による影響は特に大きい。 

寒冷期にアスファルト混合物を舗設する場合は、アスファルト混合物温度の低下が早く、所定

の締固め度が得られにくいので、製造時の温度を普通の場合より若干高めとし、運搬車の荷台に

帆布を２～３枚重ねるといった運搬中の保温方法の改善や温度低下を防ぐ迅速かつ適切な施工が

重要である。

図－８ 締固め度の月別平均変動
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６.３ 再生改質Ⅱ型アスファルト混合物の品質について(ホイールトラッキング試験) 

再生改質Ⅱ型混合物の品質管理基準及び規格値

・アスファルト再生骨材の含有率： 10％以上 35％以下

・動的安定度(Ds)： 3,000 回/mm 以上（６ヶ月毎にプラントで行う配合試験時に作製した供

試体で行う）

混合物のホイールトラッキング試験結果（動的安定度）

再生改質密粒(20) 再生改質粗粒

個数 47 45

動的安定度

Ds(回/mm) 

平均値 10,558 10,474
最大値 31,500 21,000
最小値 441 3,500

不合格個数 1 0

不合格となった主な要因

・混合物の温度低下による供試体の締固め不足や粒度のばらつき等
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図－９（１）～(４)に、再生改質密粒(20)Ⅱ型及び再生改質粗粒の供試体締固め度と動的安定度の

ヒストグラムを示す。 

 

 

図－９（１） 締固め度 再生改質密粒(20)Ⅱ型 

 

 

 

 

図－９（２） 動的安定度 再生改質密粒(20)Ⅱ型 
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図－９（３）  締固め度 再生改質粗粒 

 

 

 

 

図－９（４） 動的安定度 再生改質粗粒 
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７． 鋼 材 試 験 





７．鋼 材 試 験 

 鋼材試験は、素材については鉄筋コンクリート用棒鋼(JIS G 3112)の引張試験及び曲げ試験、一般

構造用圧延鋼材(JIS G 3101)等の引張試験を行い、継手については鉄筋コンクリート用棒鋼ガス圧接

継手(JIS Z 3120)、機械式継手、溶接継手等の引張試験を行っている。また、河川の護岸工事等に使

用される「じゃかご」や「かごマット」等については引張試験及びめっきの付着量試験を行っている。 

 鉄筋コンクリート用棒鋼はＪＩＳ規格品が使用されているが、素材については現場に入った材料か

らランダムサンプリングにより採取した材料による機械的性質の確認を目的とした試験を行っており、

継手についてはガス圧接や溶接する際の技量確認を目的として試験を行っている。 

 本章では、令和２年度(２０２０年度)に行ったこれらの試験のうち、代表的な鉄筋コンクリート用

棒鋼と鉄筋コンクリート用棒鋼ガス圧接継手及び機械式継手の引張試験結果について報告する。 

７.１ 試験本数 

令和２年度(２０２０年度)の引張試験本数を表－１に示す。 

表－１ 令和２年度(２０２０年度)の引張試験本数（JIS G 3112 鉄筋コンクリート用棒鋼） 

試験材料 素材 
継手 

圧接継手 機械式継手 

記号 SD295 SD345 SD390 SD490 SD345 SD390 SD490 SD345 SD390 SD490 

試験本数 （本） 81 1242 3 6 527 13 9 170 0 6 

割合 （％） 6.1 93.2 0.2 0.5 96.0 2.4 1.6 96.6 0.0 3.4 

計 （本） 1332 549 176 

割合 （％） 64.7 26.7 8.6 

合計 （本） 2,057 

その他、一般構造用圧延鋼材（SS400）が２４本、鉄筋コンクリート用丸鋼（SR235）が３本、フレ

ア溶接継手が７９本、鉄線が６本であった。

素材、圧接材、機械継手の呼び名別試験本数を図－１～図－３に示す。 
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図－１ 素材の呼び名別試験本数 

 

図－２ 圧接材の呼び名別試験本数 

 

図－３ 機械式継手の呼び名別試験本数 
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７.２ 鉄筋コンクリート用異形棒鋼 

（１）単位質量試験結果 

質量の差異の結果は、鉄筋の単位質量（１メートル当りの標準質量）に長さを乗じて求め

た計算質量と、計量による実測質量との差を計算質量で除して百分率で表したものである。      

ＳＤ２９５とＳＤ３４５の質量の差異の結果を表－２及び図－４に示す。 

表－２ 質量の差異の許容差 

 

最大値 最小値 平均値 標準偏差

SD295 9 -3.5 -5.2 -4.6 0.752

SD345 18 -2.1 -5.2 -3.8 1.074

SD295 36 -4.5 -5.5 -5.0 0.296

SD345 234 0.3 -5.6 -4.2 0.811

SD295 36 -1.9 -4.4 -3.5 0.817

SD345 231 -1.4 -4.7 -3.5 0.644

D19 SD345 171 -0.8 -4.7 -3.4 0.680

D22 SD345 192 -0.6 -4.9 -3.6 0.707

D25 SD345 144 -2.5 -4.8 -3.6 0.540

D29 SD345 96 -1.2 -3.7 -2.8 0.534

D32 SD345 78 -0.8 -3.6 -2.5 0.641

D35 SD345 30 0.3 -3.1 -1.7 1.024

D38 SD345 36 -0.1 -3.4 -1.9 1.069

D41 SD345 3 -1.9 -2.2 -2.0 0.173

D51 SD345 9 -1.8 -2.6 -2.2 0.337

SD295 81

SD345 1,242
計

呼び名 記号 本数 規格値
質量の差異の許容差　(%)

D10
±6.0%
以内

D13

D16

±5.0%
以内

±4.0%
以内

 

質量の差異の許容差の平均値は、下限規格値寄りのマイナス側となっていることが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              図－４ 質量差異の許容差平均値 
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(2) 降伏点、引張強さ、伸びの試験結果 

   １）降伏点、引張強さの試験結果 

ＳＤ２９５とＳＤ３４５の降伏点・引張強さの試験結果を表－３及び図－５、図－６に

示す。 

表－３ 降伏点・引張強さの試験結果 

最大値 最小値 平均値 標準偏差 最大値 最小値 平均値 標準偏差

SD295 9 365 344 351.3 10.583 498 478 490.4 8.487

SD345 18 400 369 388.8 8.410 574 539 560.0 11.857

SD295 36 385 339 360.7 11.414 514 468 489.8 12.730

SD345 234 428 356 385.6 15.437 613 501 560.5 19.524

SD295 36 382 338 364.2 10.153 528 485 507.9 11.692

SD345 231 420 360 387.2 12.582 608 518 568.6 18.223

D19 SD345 171 417 354 393.9 10.277 614 536 574.1 15.694

D22 SD345 192 413 361 387.6 9.156 594 532 569.4 13.510

D25 SD345 144 418 359 390.1 9.634 602 533 571.0 15.771

D29 SD345 96 420 375 393.8 11.088 591 555 570.6 9.654

D32 SD345 78 408 378 393.3 7.582 621 550 573.4 14.016

D35 SD345 30 413 379 397.4 7.797 601 564 582.8 8.705

D38 SD345 36 414 380 397.3 8.711 618 550 580.3 15.287

D41 SD345 3 401 395 398.0 3.000 580 574 577.3 3.055

D51 SD345 9 396 370 381.2 10.814 580 557 569.9 9.545

SD295 81

SD345 1,242

呼び名 記号

D10

D13

D16

計

本数

降伏点 (N/mm2) 引張強さ (N/mm2)

規格値
SD295 ：  295以上

規格値
SD295 ： 440～600

SD345 ： 345～440 SD345 ：　490以上

 

降伏点及び引張強さの試験結果は、ＳＤ２９５及びＳＤ３４５ともすべて規格内であった。 

また、降伏点平均値はＳＤ２９５が３５１～３６４N/㎜ 2、ＳＤ３４５が３８１～３９８N/㎜ 2

であった。 

引張強さ平均値はＳＤ２９５が４９０～５０８N/㎜ 2、ＳＤ３４５が５６０～５８３N/㎜ 2であ

った。 
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図－５ 降伏点の範囲（SD345） 

 

 

 

図－６ 引張強さの範囲（SD345） 
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２）破断伸びの試験結果 

ＳＤ２９５とＳＤ３４５の破断伸びの試験結果を表－４および図－７に示す。 

 

表－４ 伸びの試験結果 

最大値 最小値 平均値 標準偏差

SD295 9 16%以上 29 27 28.7 0.707

SD345 18 18%以上 29 23 25.4 1.914

SD295 36 16%以上 32 24 27.8 1.775

SD345 234 18%以上 29 19 24.9 1.609

SD295 36 16%以上 30 25 27.8 1.381

SD345 231 18%以上 28 20 24.5 1.915

D19 SD345 171 16%以上 29 18 24.1 1.871

D22 SD345 192 18%以上 28 20 23.8 1.664

D25 SD345 144 33 22 26.8 1.906

D29 SD345 96 30 19 25.3 2.538

D32 SD345 78 29 20 25.0 2.061

D35 SD345 30 19%以上 29 22 25.3 1.701

D38 SD345 36 28 20 24.1 2.188

D41 SD345 3 26 21 23.7 2.517

D51 SD345 9 29 22 27.0 2.121

SD295 81

SD345 1,242

19%以上

計

D10

D13

19%以上

D16

呼び名 記号 本数 規格値
伸び　(%)

 

破断伸びの試験結果は、ＳＤ２９５及びＳＤ３４５ともすべて規格内であった。 

破断伸び平均値はＳＤ２９５が２８～２９％、ＳＤ３４５が２４～２７％であった。

 

図－７ 破断伸びの範囲（SD345） 
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７.3 鉄筋コンクリート用棒鋼ガス圧接継手 

（１）圧接部のふくらみと公称直径との比 

ＳＤ３４５について「圧接部のふくらみと公称直径との比」の試験結果を表－５及び図－

８に示す。 

 

表－５ 圧接部のふくらみと公称直径との比の試験結果 

   

最大値 最小値 平均値 標準偏差
D19 SD345 57 1.98 1.58 1.74 0.087
D22 SD345 148 1.91 1.54 1.71 0.072
D25 SD345 227 1.87 1.50 1.65 0.069
D29 SD345 30 1.84 1.57 1.67 0.066
D32 SD345 37 1.76 1.54 1.64 0.060
D35 SD345 9 1.72 1.58 1.64 0.038
D38 SD345 15 1.73 1.61 1.66 0.033
D41 SD345 0 0.00 0.00 0.00 0.000
D51 SD345 4 1.74 1.63 1.71 0.052

527合　計

呼び名 記号 本数
圧接部のふくらみと公称直径との比

規格値： 公称直径の1.4倍以上

 

圧接部のふくらみと公称直径との比について、ＳＤ３４５すべての試験結果は規格値内で

あり、平均値においては１．６４～１．７４倍であった。

 

図－８ 圧接部のふくらみと公称直径との比の範囲（SD345） 
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（２）引張強さの試験結果 

ＳＤ３４５について「引張強さ」の試験結果を表－６及び図－９に示す。 

 

 

表－６ 引張強さの試験結果 

   

最大値 最小値 平均値 標準偏差
D19 SD345 57 599 537 570.8 15.596 0
D22 SD345 148 599 548 568.9 11.153 0
D25 SD345 227 599 536 562.0 12.393 0
D29 SD345 30 586 556 566.9 9.182 0
D32 SD345 37 599 547 573.2 17.754 0
D35 SD345 9 588 572 581.4 6.876 0
D38 SD345 15 637 561 586.2 35.587 0
D41 SD345 0 0 0 0.0 0.000 0
D51 SD345 4 565 561 562.3 1.893 0

527

引張強さ　(N/mm2)
圧接面

破断本数規格値： SD345は490以上本数

合　計

呼び名 記号

 

引張強さについて、ＳＤ３４５すべての試験結果は規格値内であり、平均値においては５６

２～５８６N/㎜ 2であった。 

 

図－９ 引張強さの範囲（SD345） 
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７.４ まとめ 

（１）試験本数 

１）令和２年度(２０２０年度)の引張試験本数は２，０５７本で、試験材料の割合は素材 

６４．７％、圧接材２６．７％、機械継手８．６％であった。 

２）素材の記号別割合はＳＤ２９５が６．１％、ＳＤ３４５が９３．２％、ＳＤ３９０が

０．２％、ＳＤ４９０が０．５％であった。 

３）圧接材の記号別割合はＳＤ３４５が９６．０％、ＳＤ３９０が２．４％、ＳＤ４９０ 

が１．６％であった。 

４）機械継手はＳＤ３４５が９６．６％、ＳＤ４９０が３．４％であった。 

 

（２）異形棒鋼の引張試験について 

１）単位質量 

単位質量は規格を外れるものはなかった。 

また、質量の差異の許容差は、下限規格値寄りのマイナス側の傾向となっている。 

２）降伏点 

降伏点はすべて規格内であった。 

降伏点平均値は、ＳＤ２９５が３５１～３６４N/㎜ 2、ＳＤ３４５が３８１～３９８ 

N/㎜ 2であった。 

 

３）引張強さ 

引張強さはすべて規格内であった。 

引張強さ平均値は、ＳＤ２９５が４９０～５０８N/㎜ 2、ＳＤ３４５が５６０～５８ 

３N/㎜ 2であった。 

 

４）破断伸び 

破断伸びはすべて規格内であった。 

破断伸び平均値は、ＳＤ２９５が２８～２９％、ＳＤ３４５が２４～２７％であった。 

 

（３）圧接材の引張試験について 

    圧接部のふくらみと公称直径との比は全て規格値内であった。 

 

（４）鋼材試験結果の総括 

令和２年度(２０２０年度)鉄筋コンクリート用棒鋼と圧接材の結果をまとめたが、素

材については単位質量、降伏点、引張強さ、破断伸びのすべての項目において、ＪＩ

Ｓ規格値を満足する結果となった。 

圧接材については、圧接部のふくらみと公称直径との比、引張強さのすべての項目に

おいて、ＪＩＳ規格値を満足する結果となった。 
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